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■当資料の中で個別企業名が記載されている場合、それらはあくまでも参考のために掲載したものであり、各企業の推奨を目的とするもの
ではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証するものではありません。

感染再拡大でも量的緩和の縮小方針を撤回せず

11月に量的緩和を一段と縮小できる環境が整うか

RBA（オーストラリア準備銀行）は8月3日（現地、以下同様）の理事会において、市場予想通り政策

金利を0.10％で据え置く一方、市場予想に反して量的緩和の縮小方針を維持することを決定しました。

前回7月6日の理事会では、量的緩和における国債・準政府債の購入ペースを、これまでの週50億豪ド

ルから9月初旬に週40億豪ドルへ縮小し、少なくとも11月半ばまで続けることが決定されました。その

後、新型コロナウイルスの感染再拡大とそれに伴うシドニーなどでのロックダウンを受け、市場参加者の

間では、この量的緩和の縮小方針が撤回されるとの見方が大半を占めていました。しかし、RBAはそうし

た見方に反する決定を下したため、発表直後の金融市場は金利上昇・豪ドル高で反応しました。決定の背

景には、①感染が再拡大するまでのオーストラリア経済はRBAの想定以上に力強く回復していたこと、②

これまでの経験則に従うと、ひとたび感染を抑制できれば経済が直ぐに回復する期待が高いこと、③商品

価格が高値圏で推移しているにもかかわらず、国債金利や豪ドルが年初来の最低水準で推移していること

、などがあります。

今後、政府の計画通りにワクチンの接種ペースが加速し、またロックダウンが奏功して感染が早期に収

束へ向かえば、11月2日の理事会において、11月半ばからの量的緩和の更なる縮小が決定される可能性

が一段と高まると考えられます。

量的緩和で購入された国債・準政府債
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新型コロナウイルスの新規感染者数
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